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▲馬木分団の操法

▲三成分団の操法

▲地元馬木地区でのパレード

　
島
根
県
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
が
設
立

三
十
五
周
年
を
迎
え
、
七
月
十
九

日
、
横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
に
は
、
溝
口
県
知
事
や
県

体
育
協
会
の
有
沢
理
事
長
、
井
上

町
長
、
県
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
の
絲
原

会
長
な
ど
関
係
者
約
百
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
昭
和
五
十
七
年
の

「
く
に
び
き
国
体
」
で
の
ホ
ッ
ケ

ー
競
技
開
催
会
場
の
決
定
を
受
け
、

昭
和
四
十
九
年
に
発
足
。

　
こ
れ
ま
で
、
本
町
か
ら
ア
テ
ネ
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
代
表

選
手
を
輩
出
し
、
昨
年
は
、
横
田

高
校
男
子
の
三
冠
、
社
会
人
チ
ー

ム
「
セ
ル
リ
オ
島
根
」
の
全
日
本

社
会
人
大
会
準
優
勝
。

　
今
年
は
、
同
校
女
子
が
全
国
選

抜
大
会
で
二
連
覇
す
る
な
ど
各
年

代
に
お
い
て
全
国
大
会
で
上
位
入

賞
を
果
た
し
、
奥
出
雲
町
は
「
ホ

ッ
ケ
ー
王
国
」
と
し
て
県
内
外
か

ら
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
絲
原
会
長
は
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
だ
っ
た
設
立
当
初
を
振
り

返
り
な
が
ら
「
町
民
の
皆
さ
ん
、

行
政
の
支
援
に
支
え
ら
れ
、
今
や

全
国
に
通
じ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ

た
。
今
後
も
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
普

及
・
強
化
に
努
め
て
行
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
設
立
当
初
か
ら
理
事
と

し
て
協
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
小
田
川
忠
夫
さ
ん
（
三
成
）

と
原
三
郎
さ
ん
（
三
成
）
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
奥
出
雲
町
に
本
社
を
置
く
株
式

会
社
「
加
地
」
が
、
今
年
創
業
四

十
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
と
し

て
、
車
椅
子
五
台
を
町
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
車
椅
子
は
、

自
社
製
の
超
柔
軟
素
材
の
Ｅ
Ｘ
Ｇ

Ｅ
Ｌ
（
エ
ク
ス
ジ
ェ
ル
）
が
使
用

さ
れ
、
自
然
な
姿
勢
を
保
つ
こ
と

が
で
き
る
体
圧
分
散
構
造
が
特
徴

で
す
。

　
小
川
國
夫
社
長
は
「
自
社

製
品
の
六
割
近
く
が
福
祉
分

野
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
地

元
の
病
院
や
福
祉
現
場
で
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
車
椅
子
は
、
奥
出
雲

病
院
に
一
台
、
仁
多
・
横
田

の
福
祉
会
に
そ
れ
ぞ
れ
二
台

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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七
月
二
十
五
日
、
町
内
の
野
菜

生
産
グ
ル
ー
プ
が
「
野
菜
産
地
・

消
費
者
交
流
会
」
を
開
き
、
松
江

市
の
消
費
者
約
五
十
人
と
産
直
市

の
見
学
や
収
穫
体
験
、
旬
の
野
菜

を
使
っ
た
料
理
を
一
緒
に
味
わ
い
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
企
画
し
た
の
は
、
奥
出
雲
町
野

菜
生
産
組
合
と
三
井
野
野
菜
出
荷

組
合
、
奥
出
雲
町
ほ
う
れ
ん
そ
う

協
議
会
の
三
団
体
。

　
町
内
の
キ
ャ
ベ
ツ
、
ほ
う
れ
ん

そ
う
は
環
境
に
配
慮
し
た
栽
培
に

努
め
、
県
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
農
産
物

と
し
て
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
野
菜
産
地
と
し
て
、

松
江
市
内
の
市
場
で
Ｐ
Ｒ
活
動
は

行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
更
な

る
野
菜
産
地
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
、
消

費
者
と
生
産
者
と
の
交
流
に
よ
り
、

互
い
に
支
え
あ
え
る
関
係
づ
く
り

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
雲
南
、

奥
出
雲
町
、
県
東
部
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
り
、
本
町
で

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
産
直
市
「
仁
多
特

産
市
」
を
見
学
し
、
阿
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
意
見
交
換
、

昼
食
で
は
、
地
元
で
採
れ
た
新
鮮

野
菜
を
使
っ
た
料
理
や
農
産
加
工

品
を
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
味
わ
い

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
奥
出
雲
町
は

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
と
て
も
す

ば
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
改
め
て
感

じ
た
。
も
っ
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
農
産

物
が
増
え
る
と
よ
い
と
思
う
」
な

ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
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▲あいさつを述べる県ホッケー協会の絲原会長▲町内の旬の野菜を使った料理を味わう参加者

▲小川社長（中央）と関係者▲町から激励金を交付

　
全
国
大
会
に
出
場
す
る
仁
多
、

横
田
両
中
学
校
の
男
女
ホ
ッ
ケ
ー

部
、
陸
上
（
走
り
高
跳
び
）
の
宇

田
川
萌
乃
香
さ
ん
（
仁
多
中
）
の

激
励
式
が
、
八
月
十
一
日
、
役
場

仁
多
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
井
上
町
長
か
ら
「
全
国
制
覇
を

目
指
し
、
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
各
ホ
ッ
ケ
ー
部
主
将
、
宇

田
川
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
激
励
金
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
選
手
か
ら
「
支

え
て
も
ら
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
結
果
を
出
し
た
い
」

と
大
会
に
向
け
た
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
、
八
月
十
四

日
か
ら
福
井
県
で
開
催
さ
れ
る
第

三
十
九
回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ

ー
選
手
権
大
会
へ
、
ま
た
、
陸
上

競
技
は
、
八
月
二
十
一
日
か
ら
大

分
県
で
開
催
さ
れ
る
第
三
十
六
回

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
、
男
女
揃
っ

て
の
決
勝
対
決
、
ま
た
宇
田
川
さ

ん
は
、
自
己
ベ
ス
ト
更
新
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
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県
下
消
防
団
員
の
技
術
向
上
と

士
気
の
高
揚
を
図
る
、
第
五
十
三

回
島
根
県
消
防
操
法
大
会
が
八
月

九
日
、
大
田
市
大
田
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
、
奥
出
雲
町
消
防

団
を
代
表
し
て
、
ポ
ン
プ
車
の
部

に
出
場
し
た
馬
木
分
団
は
、
二
週

間
前
に
急
き
ょ
正
選
手
を
交
代
す

る
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
、
見

事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
県
下
の

強
豪
を
相
手
に
準
優
勝
纏
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
奥
出
雲
町
消
防
団

は
発
足
以
来
、
五
年
連
続
の
表
彰

纏
獲
得
と
な
り
、
改
め
て
そ
の
実

力
の
高
さ
を
県
下
に
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出

場
し
た
三
成
分
団
は
、
雲
南
地
区

消
防
団
操
法
大
会
で
見
事
優
勝
を

果
た
し
、
今
大
会
で
も
活
躍
が
大

き
く
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
惜
し

く
も
入
賞
を
逃
し
、
第
六
位
と
な

り
ま
し
た
。

　
両
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
大

会
に
向
け
て
、
家
族
や
地
域
の
支

え
、
職
場
の
ご
理
解
の
も
と
、
長

期
間
に
わ
た
る
厳
し
い
訓
練
を
続

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
選
手
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　
ま
た
、
八
日
に
は
、
大
田
市
民

会
館
で
行
わ
れ
た
、
第
六
十
一
回

島
根
県
消
防
大
会
の
席
上
に
お
い

て
、
「
八
川
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
」
が
永
年
に
わ
た
る
防
火
活

動
が
評
価
さ
れ
島
根
県
知
事
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。


